
ベーシックインカム（ＢＩ）とは、受給者が人間としての尊厳をもって暮らしていくために、すべての市民一人ひ

とりに、無条件で一定額の現金を定期的に支給する社会制度の構想。全体会では、このＢＩを切り口に、「誰

もが安心して生きられるしくみ」を考えます。 

パネリストは、ベーシックインカム・実現を探る会の白崎一裕さん、NPO 法人もやいの稲葉剛さん、新聞記者

の竹信三恵子さん。「ＢＩの実現が今の働き方や教育のあり方そのものを変えるのではないか」と語る白崎さ

ん、「10 万円で安心して暮らせる社会の実現」を提言する稲葉さん、そして「ＢＩ論議が日本の貧困政策の欠

陥を浮かび上がらせる点は評価するが、上滑りのＢＩ人気が、事実上の福祉切り下げや働きたくても働けな

い現状の固定化へと流し込まれていくことがこわい」と危惧する竹信さん。 

ＢＩに、賛成・反対・疑問あり等いろんな立場から話を深め、考えていきたいと思います。 

We フォーラム 2010 in よこはま「誰もが安心して生きられるしくみをつくろう」全体会  

ベーシックインカムで 
つながれるか、 

変えられるか 
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パネリスト／白崎一裕さん（ベーシックインカム・実現を探る会） 

パネリスト／稲葉剛さん（NPO 法人自立生活サポートセンターもやい） 

パネリスト／竹信三恵子さん（新聞記者） 

コーディネーター／西川正さん（ハンズオン！埼玉） 
 

※全体会終了後、17:30より交流会があります（参加費：1,000円） 

男女共同参画センター横浜北 2010 年度 

「市民・NPO がつくる男女共同参画事業」市民企画講座・ワークショップ    

◎会場：アートフォーラムあざみ野 レクチャールーム 

◎参加費：1,000 円   ◎定員：150 人 

★要予約：6/11 より先着順受付 
◎申込み・問い合わせ：We フォーラム実行委員会事務局  

tel : 03-3511-0028 ／ fax : 03-3511-0029 

メール : we2010@femix.co. jp 

◎保育：1 歳 6 ヵ月～未就学児、予約制、有料、先着順 

6/11～7/20 に「子どもの部屋（電話：045-910-5724）」へ直

接お申し込みください    

    

※提供された個人情報は今回の事業実施のみに利用し、その他

の目的で利用することはありません 

◎主催：We フォーラムよこはま実行委員会 

◎共催：We の会    

 

●会場のご案内  アートフォーラムあざみ野 

電話：045-910-5700 FAX：045-910-5755 
 
できるだけ公共交通機関をご利用下さい。駐
車場は予約制(有料)です。 



～～パネリスト、コーディネーターの紹介～～ 

 

＊白崎一裕さん 
「ベーシックインカム・実現を探る会」（http://bijp.net/）代表。「反貧困ネットワーク

栃木」共同代表。障がい児・者の支援機器をあつかう仕事をしながら、さまざまな

市民活動にとりくむ。 

『We』165 号に講演録「オカネは基本的人権だ─希望の原理としての所得保障」を

掲載。 

 
 

＊稲葉剛さん 
「NPO 法人自立生活サポートセンターもやい」（http://www.moyai.net/）代表理事。

「住まいの貧困に取り組むネットワーク」（http://housingpoor.blog53.fc2.com/）世話

人。生活困窮者の支援を続けている。著書に『ハウジングプア─「住まいの貧困」と

向き合う』（山吹書店）、『貧困のリアル』（富樫匡孝との共著、飛鳥新社）ほか。 

『We』165 号にインタビュー「住まいの貧困の問題でつながる」掲載。 

 
 
＊竹信三恵子さん 
新聞記者。雇用問題を長期にわたり多角的に報道してきた実績により「貧

困ジャーナリズム大賞 2009」を受賞。著書に『ルポ 雇用劣化不況』（岩波

新書）、『ワークシェアリングの実像─雇用の分配か、分断か』（岩波書店）

ほか。 

『We』では 165 号まで、2 年半にわたり「ミボージン日記」を連載。『We』163

号に講演録「女が働きやすい社会は男も幸せになれる！」掲載。 
 

＊西川正さん 
「NPO 法人ハンズオン！埼玉」（http://www.hands-on-s.org/）常務理事。まち

のコミュニケーションを微妙に変えてみようとしかける活動（たき火、七輪、ヤキ

イモ、かぶりもの、公共施設運営、プレーパーク、コミュニティ・ワークなどなど）

をしている。編著に『私のだいじな場所─公共施設の市民運営を考える』（協働

→参加のまちづくり市民研究会編、ハンズオン！埼玉発行）。 

『We』では 152 号まで、3 年にわたり「ひと・まち・NPO」を連載。 

●会場のご案内  アートフォーラムあざみ野 

〒225-0012 横浜市青葉区あざみ野南 1-17-3 

電話：045-910-5700 FAX：045-910-5755 

●交通のご案内 

東急田園都市線・横浜市営地下鉄「あざみ野駅」下車、徒歩５分。できるだけ

公共交通機関をご利用下さい。駐車場は予約制(有料)です。 

お父さんの子育てを応援

＝たがいに知り合い、時

間をともにする場づくり

「ヤキイモタイム」もやって

ます 


